
山梨県におけ る果実 ・ ワ イ ンの
輸出拡大に向けた取組
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○山梨の農業 ■ぶどう生産量（平成１９年）
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14,400t
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51,400t

５位
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１位 山　梨

長　野
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岡　山

北海道 全　国　209,100t

■もも生産量（平成１９年）
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■すもも生産量（平成１９年）
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○山梨のブランド果実

もも

ぶどう

すもも

おうとう

ピオーネ
ロザリオビアンコ甲斐路

日川白鳳 白鳳

夢しずく

貴陽 太陽

浅間白桃

サマービュート サマーエンジェル

富士あかね
山梨県オリジナル品種

３



○平成２０年度 果実輸出拡大に取組
●フードタイペイ２００８（6/18～21)への出展

果実
 ハウスもも（白鳳、浅間白桃）
 ハウスぶどう（キングデラ、ピオーネ、巨峰等）
 ハウスすもも（貴陽、太陽）
 おうとう（佐藤錦）

ワイン
 １０社３０銘柄（うち甲州ワイン２０銘柄）
 国産ワインコンクール受賞ワイン等
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フードタイペイ200８山梨県ブース



○フードタイペイ2008でのトップセールス

フードタイペイ開場式

日本パビリオン山梨県果実輸出促進協議会ブー
スでのトップセールス
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 「アジア・フルーツロジスティカ２００８
(9/10～12) 香港」への出展

輸出有望国・都市へのテスト輸出
 香港、シンガポール、バンコク、ドバイ等

海外バイヤーの招聘

台湾バイヤーの招聘 2007.9.14

UAE ドバイ

香 港
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○山梨県産ももの台湾への輸出

平成２０年度以降 更なる拡大へ向け

平成１８年

２０９ｔ

平成１９年

２２３ｔ

（全国の約６割）

新たな輸出先の開拓（香港、シンガポール等）

輸出品目の多様化（ぶどう等）
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国産
34%

34%

国産ワインと輸入ワインの課税出荷量（平成18年）

輸入

国産ワイン中の
山梨産シェア

66%

236,239kｌ

81,201kｌ

甲州ぶどう

甲州ワイン

○山梨のワイン産業
◇山梨県は、８１社のワイナリーが、国内生産量の１／３を占めるワインを生産する
日本一のワイン産地。

◇甲州ぶどうで造られた「甲州ワイン」は、和食に最も合うワインとして、ヨーロッパや
アメリカでも注目。
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○ＥＵ諸国への輸出に向けた取組

EU諸国へ輸出された

甲州ワイン

昨年開催した甲州ワイン輸出促進会議

英・マスターオブワインのリーン・シェリフ氏を招いて

◇英のワインの権威を招き、ＥＵ諸国への輸出に向けた講習会を開催。

◇地元の有力ワイナリーが、英、仏などEU諸国へ甲州ワインの輸出をスタート。
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○輸出促進に向けてトップセールス

昨年10月に実施した韓国でのトップセールス

◇ワインブームに沸く韓国で、県産ワインをトップセールス。

◇外務省へ働きかけ、５つの在外公館のレセプションにおいて、国産ワインコンクー
ル受賞ワインを採用。世界に１８９あるすべての在外公館へ、国産ワインコンクール
2007で受賞した全国のワインリストを送付。

国産ワインコンクール2007金賞受賞ワイン
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○中国への果実輸出の促進

中中 国国
GDP成長率 毎年１０％以上

日本の人口に相当する１．３億人が富裕層として存在

植物検疫上の理由でりんごとなし以外の果実は輸出不可

日本産果実の巨大マーケットとして有望日本産果実の巨大マーケットとして有望
特にももの潜在需要は高い（邪気を払い不老長寿をもたらすものとして珍重）

巨大市場である中国へのもも、ぶどうの輸出が早期に可能となるよ
う輸出解禁に向けた検疫協議の加速化を！
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